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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

３
月
１
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

 

岡
本
左
和
子
氏
（
奈
良
県
立
医
科
大
学
健
康
政
策
医

学
講
座
助
教
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

50
人

※
終
了
後
、
ち
ょ
っ
と
遅
め
の
新
年
会
開
催
（
会
費
は
実
費
）

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

医
師
と
患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

よ
り
よ
き
関
係
を
築
く
処
方
箋

日
時　

２
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
半

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
２
階
会
議
室　
　

定
員　

30
人

講
師　

北
村
強
志
氏
（
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

北
河
内
地
区
講
習
会

明
日
か
ら
使
え
る　

ス
ー
パ
ー
ボ
ン
ド
の
テ
ク
ニ
ッ

ク（
実
習
付
）

日
時　

３
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
西
部
地
区

歯
内
療
法
成
功
の
鍵
―
難
治
症
例
を
作
ら
な
い
た
め

に
―
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
５

日
時　

３
月
８
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

会
場　

茨
木
市
福
祉
文
化
会
館
１
０
１
号

講
師　

石
垣
尚
一
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
講
師
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

40
人

三
島
地
区　

総
会
記
念
講
演

非
歯
原
性
歯
痛
の
診
断
と
対
処（
仮
）

日
時　

３
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

吉
山
昌
宏
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研

究
科　

歯
科
保
存
修
復
学
分
野
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

南
河
内
地
区　

総
会
記
念
講
演

最
新
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復
の
基
礎
と
臨
床

期
間　

 

２
月
26
日
（
水
）
〜
３
月
12
日
（
水
）（
但
し
、
日

曜
日
は
除
く
）

時
間
帯　

 

一
人
２
時
間　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜　

15
時
〜

※
医
業
以
外
の
所
得
（
不
動
産
、
譲
渡
等
）
が
あ
る
場
合

は
、
予
約
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

担
当　

協
会
顧
問
税
理
士
及
び
経
税
部

会
場　

保
険
医
会
館

費
用　

医
業
所
得
の
み
は
基
本
２
万
円

※
医
業
以
外
の
所
得
、
複
数
人
分
相
談
等
は
別
途
要

確
定
申
告
「
個
別
相
談
会
」
―
事
前
予
約
制
で
す

　

「
親
孝
行
の
し
た
い
時
分

に
親
は
な
し
」
と
は
、
よ
く

言
っ
た
も
の
で
、
な
る
ほ
ど

と
は
思
い
な
が
ら
も
こ
の
諺

の
通
り
に
な
る
人
が
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

６
年
ほ
ど
前
の
事
に
な

る
。
毎
週
ゴ
ル
フ
に
行
く
ほ

し
は
つ
か
な
い
。
結
局
、
感

謝
の
気
持
ち
や
様
々
な
思
い

も
伝
え
ず
、
親
孝
行
も
で
き

な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
父
に

は
ち
ゃ
ん
と
伝
え
、
行
動
し

よ
う
と
心
に
誓
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
６
年
。
父
に
何

ど
元
気
だ
っ
た
母
に
初
期
の

胃
癌
が
み
つ
か
り
、
検
査
入

院
を
す
る
事
に
な
っ
た
。
胃

癌
自
体
は
小
さ
く
、
内
視
鏡

で
と
れ
る
予
定
だ
っ
た
。

　

た
だ
、
そ
れ
を
気
に
し
て

精
神
的
に
参
っ
て
い
た
母

は
、
検
査
入
院
前
日
か
ら
原

を
し
て
き
た
だ
ろ
う
。
現

在
、
父
、
私
、
妻
、
子
ど
も

３
人
の
６
人
で
暮
ら
し
て
い

る
。
妻
以
外
は
全
員
が
男
で

あ
る
た
め
に
、
毎
日
が
戦
場

の
よ
う
で
あ
る
。
父
と
話
を

す
る
と
８
割
が
た
口
論
に
な

る
。
口
論
が
発
展
し
て
口
喧

嘩
に
な
る
。
結
構
激
し
い
時

も
あ
る
が
、
二
人
と
も
あ
っ

け
ら
か
ん
と
し
た
性
格
が
幸

い
し
て
か
、
10
分
後
に
は
ケ

ロ
ッ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が

妻
に
は
全
く
理
解
出
来
な
い

ら
し
い
が
。

　

い
っ
た
い
何
が
親
孝
行
な

の
だ
ろ
う
か
。
同
居
の
特
権

か
の
ご
と
く
繰
り
返
し
て
い

る
口
論
で
一
歩
下
が
る
べ
き

な
の
だ
ろ
う
か
。
父
は
そ
れ

を
望
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
ん
な
葛
藤
の
中
で
毎

日
が
過
ぎ
て
行
く
。

　

子
育
て
や
躾
に
関
し
て
、

実
際
に
自
分
が
親
に
な
り
初

め
て
親
の
気
持
ち
が
分
か
る

様
に
、
孝
行
さ
れ
る
立
場
に

な
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
問
自
答
の
日
々
は
続
く
。

　

加
藤
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
伊
良

波
淳
先
生
（
堺
市
）
で
す
。

因
不
明
の
高
熱
に
み
ま
わ
れ

た
。
入
院
は
し
た
も
の
の
、

そ
の
ま
ま
肺
炎
を
起
こ
し
て

こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

先
週
も
一
緒
に
ゴ
ル
フ
を

し
て
い
た
の
に
…
。
と
悲
し

み
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ

っ
た
。
そ
の
入
院
時
に
、
見

舞
い
に
き
た
私
に
お
茶
を
出

そ
う
と
し
て
い
た
母
に
「
そ

ん
な
事
は
し
な
く
て
い
い
か

ら
早
く
治
し
て
ま
た
ゴ
ル
フ

に
で
も
行
こ
う
」
と
し
か
言

葉
を
か
け
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
が
最
後
の
言
葉
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

も
っ
と
言
う
べ
き
言
葉

が
、
伝
え
た
い
気
持
ち
が
あ

っ
た
は
ず
な
の
に
…
。
と
何

度
悔
や
ん
で
も
も
う
取
り
返

　

安
倍
首
相
の
「
積
極
的
平

和
主
義
」
な
る
言
葉
が
日
増

し
に
多
く
な
り
、
一
体
こ
の

言
葉
を
人
々
は
ど
う
理
解
し

て
い
る
の
か
気
に
な
っ
て
仕

方
が
な
か
っ
た
。

　

『
朝
日
新
聞
』（
１
月
15

日
付
）
で
、
そ
の
言
葉
の
発

祥
・
解
説
、
論
説
が
目
に
止

ま
っ
た
。
札
幌
学
院
大
名
誉

教
授
の
坪
井
主
税
氏
等
の
解

説
で
は
「
首
相
国
連
演
説
の

英
訳
は
『
先
攻
的
に
や
っ
つ

け
る
』
と
言
う
意
味
に
も
と

れ
、
日
本
が
９
条
の
平
和
主

義
を
捨
て
、
自
衛
隊
と
い
う

軍
事
力
を
行
使
す
る
意
志
を

示
し
た
と
と
ら
れ
て
も
お
か

し
く
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。

　

昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
私

を
焼
土
と
し
た
。

　

安
倍
首
相
の
言
う
「
平

和
」
と
東
洋
平
和
の
た
め
と

し
た
「
平
和
」
と
を
同
じ
言

葉
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

ま
た
、
思
い
起
こ
せ
ば
ア
メ

リ
カ
は
「
大
量
破
壊
兵
器
が

存
在
す
る
」、
こ
れ
を
放
置

す
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る

と
し
て
、
イ
ラ
ク
へ
侵
攻
し

た
。
こ
れ
が
「
積
極
的
平
和

主
義
」
で
は
な
い
の
か
。

　

国
家
安
全
保
障
会
議
、
特

定
秘
密
保
護
法
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
へ
と
進
ん
だ
先

に
何
が
来
る
か
は
明
ら
か
で

あ
る
。

　

安
倍
首
相
の
危
険
極
ま
り

な
い
「
積
極
的
平
和
主
義
」

の
姿
を
見
き
わ
め
、
真
の
平

和
へ
向
か
っ
て
あ
ら
た
め
て

平
和
憲
法
を
守
る
決
意
を
し

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

は
、
戦
前
・
戦
中
、「
東
洋

平
和
の
た
め
な
ら
ば
何
で
命

が
惜
し
か
ろ
う
」
と
歌
わ
さ

●
三
島
地
区

　

 

日
時　

３
月
８
日
（
土
）

午
後
７
時
〜

　

 

会
場　

茨
木
市
福
祉
文
化

会
館
１
０
１
号

●
南
河
内
地
区

　

 

日
時　

３
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時
〜

　

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

●
北
大
阪
地
区

　

 

日
時　

３
月
27
日
（
木
）

午
後
６
時
45
分
〜

　

 

会
場　

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６

階 

千
里
ル
ー
ム
Ａ
（
御

堂
筋
線
「
千
里
中
央
」
駅

下
車
（
北
出
口
す
ぐ
）

●
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

　

協
会
の
地
区
組
織
の
総
会
が
３
月
に
順
次
開
か
れ
る
。
地
区
総
会
で
は
２
０
１
３
年

度
の
ま
と
め
と
決
算
、
２
０
１
４
年
度
予
算
、
活
動
方
針
を
決
め
る
。

　

 

日
時　

３
月
29
日
（
土
）

午
後
６
時
40
分
〜

　

 

会
場　

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺

（
Ｊ
Ｒ
「
堺
市
」
駅
徒
歩

２
分
）

●
北
部
地
区

　

 

日
時　

３
月
29
日
（
土
）

午
後
５
時
45
分
〜

　

 

会
場　

Ａ
Ｐ
大
阪
駅
前
Ａ

Ｐ
ホ
ー
ル

●
東
部
地
区

　

 

日
時　

３
月
29
日
（
土
）

午
後
５
時
45
分
〜

　

 

会
場　

Ａ
Ｐ
大
阪
駅
前
Ａ

Ｐ
ホ
ー
ル

●
西
部
地
区

　

 

日
時　

３
月
30
日
（
日
）

午
後
６
時
〜

　

会
場　

協
同
組
合
会
議
室

●
南
部
地
区

　

 

日
時　

３
月
30
日
（
日
）

午
後
６
時
〜

　

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

●
北
河
内
地
区

　

 

日
時　

３
月
30
日
（
日
）

午
後
６
時
〜

　

 

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階

会
議
室

● 

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区

　

 

日
時　

４
月
12
日
（
土
）

午
後
６
時
30
分
〜

　

 

会
場　

東
大
阪
市
立
市
民

会
館
５
階
５
会
議
室

『
歯
科
用
金
属
』

【
材
料
名
】

銀
合
金
ル
ビ
ス
タ
ー
ホ
ワ
イ

ト
（
１
０
０
㌘
）、
10
個

【
条
件
等
】

１
個
６
千
円

【
連
絡
先
】

協
会
新
聞
部

　

掲
載
は
協
会
会
員
に
限
り

ま
す
。
協
会
は
紹
介
の
み

で
、
掲
載
内
容
の
確
認
や
条

件
な
ど
の
交
渉
は
当
事
者
間

で
お
願
い
し
ま
す
。
掲
載
の

お
申
し
込
み
は
新
聞
部
（
06

-
６
５
６
８
-
７
７
３
１
）

ま
で
。

れ
、
洗
脳
さ
れ
て
戦
争
に
動

員
さ
れ
た
。
内
外
２
３
０
０

万
人
を
犠
牲
に
し
、
我
が
国

地
区
総
会
の
ご
案
内

2013
年度

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

291

絵　藤田　進 （河内長野市）

親
孝
行

加
藤
雅
勇
（
西
淀
川
区
）

譲
り
ま
す

「積極的平和主義」
と真の平和
玉川和隆（城東区）


